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研究成果の概要（和文）： 東アジアで「革命」と「ベトナム戦争」をめぐる言説が氾濫していた時期に、「日
本語」が旧植民地・旧占領地において、軍事独裁への抵抗の言説を支える役割を担っていたことに注目した研究
である。日本による東アジア諸国との国交正常化が経済的侵略を意味していたのは確かである。しかし、それ
を、東アジアの冷戦構図だけで捉えると、ベトナム・中国・韓国・などで生じた軍事暴力とそれに対する抵抗の
言説から、同時に見られる、日本語の複雑な役割が見落とされてしまう。本研究は、この時期の「東アジア」の
問題に、「日本語」（文学―文化）の役割の問題を節合させることによって、新たな思想的地図の構築のための
土台作りができた。

研究成果の概要（英文）：This study explores the idea that in East Asia, at a time when a plethora of
 discourses on “revolution” and “the Vietnam War” were circulating, the “Japanese language” 
functioned to support discourses of resistance against military dictatorships in former colonies and
 formerly occupied areas. It is clear that Japan’s normalization of relations with the countries of
 East Asia meant economic invasion. However, if we simply view this through the lens of the Cold War
 in Asia,  we may lose sight of the complex role that the Japanese language played with regard to 
the military violence that arose in countries like Vietnam, China, and Korea and the discourses of 
resistance to that violence. By articulating the role of “Japanese language” (culture, literature)
 with regard to “East Asia” during this period, this study has created a foundation for the 
construction of new ideological maps.

研究分野： 日本近現代文学
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  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
これまで、日本の近現代における「思想・

人・書物・制度」の移動が引き起こす、接触
や衝突が「文学―文化」の変容にいかに関わ
っていたのかについて研究してきた。2012
年度から 2014 年度に行った、挑戦的萌芽研
究「東アジアにおける「文学―文化」の「闇」
ルートと運動の力学をめぐる研究」（研究代
表者、課題番号：24652051）、「検閲」と文学
言説の統制をめぐる超域的文化研究（研究分
担者、課題番号：24520235）を通して、1945
年以前の帝国日本の領土内において、日本
語・朝鮮語の書物や書き手の移動は、民族
別・言語別の境界を侵犯する形で行われたも
のであり、そこには常に権力との攻防が刻ま
れていたことがわかった。とりわけ、権力に
よる暴力的な「非合法」という烙印が、単純
な抑圧の手段ではなく、抵抗の手段にもなり
うること、しかも、それが抵抗のための資金
を獲得するための商品になりえたのである。
また、1945 年の帝国日本の解体以後、東ア
ジアは米ソによって再編されるが、その過程
で旧植民地であった韓国と日本の間には「文
学―文化」をめぐる様々な闇ルートが出来上
がり、そこには韓国の軍事独裁政権への抵抗
をめぐる、「人・書物・資本」の交錯が介在
していたことを明らかにすることが出来た。
この過程で、返還前の沖縄・ソウル・東京で
の文化運動に注目し、韓国―沖縄―東京への
書物の流通ルートと文化（言葉）の移動にか
かわる資料を集めたのだが、そこから浮上し
てきたのが、「帝国日本」とともに消えたは
ずの「日本語」を媒介としながら構成される
軍事暴力と抵抗の言説である。 
 
２．研究の目的 
（１）冷戦期の東アジアにおいて、「日本語
（文学―文化）」が如何に表象されたか。 
①ベトナム戦争：ベトナム戦争の従軍記に

は「日の丸」は命を保障する旗であったとい
う記述が目立つ。日本の従軍記者はベトナム
人と漢字による筆談を試みながら、完全な形
ではないとはいえ、アメリカのメディアに従
属しない報道を試みた。これらの記事から浮
かびあがるのは、侵略者であったはずのベト
ナム残留「旧日本兵」に対するよいイメージ
である。これと対比する形で「敵」として位
置付けられるのは、フランス・アメリカ・韓
国である。このような、ねじれた構図につい
ては、当時大量生産された日本語メディアに
よるベトナム戦争従軍記を分析するととも
に、韓国語、フランス語、中国語、英語圏で
書かれたベトナム戦争関連の文学作品や従
軍記を合わせて分析し、日本（文学―文化）
とベトナム戦争の問題を明らかにしたい。 
②韓国軍事独裁と民主化運動：帝国解体以

後、韓国の軍事独裁政権によって「非合法」
という烙印が押された、「日本」からの「人・
書物・資本（民主化のための秘密資金）」が、
密航や亡命などの動きと交錯しながらどの

ように動き、韓国と日本の「文学―文化」に
どのような変容を齎したのかについて注目
する。1970 年代に日本で金芝河に関する出
版物の氾濫、朝鮮新聞購読運動、在日朝鮮人
作家の浮上という文化的な現象は、1960 年
代の韓国における「日本文化ブーム」、国交
正常化以後の「日本文化の禁止」と合わせて
考えなければならない。ここには、日韓国交
正常化、安保闘争、ベトナム戦争の文脈が如
何にかかわっていたのかについて明らかに
したい。 

 
（２）冷戦アジアと「革命」アジアの思想形
成における日本（文学―文化）の役割。 
①戦後日本の「運動」におけるレニン（ロ

シア革命）という記号の分析：戦後日本にお
ける「帝国主義」批判はレニンの議論の踏襲
を所与の条件としていることが多い。しかし、
それを「戦後」というコンテクストだけで分
析をすると植民地支配の記憶を忘却する可
能性があることに気づいた。そのため、「革
命」をめぐる議論は 1905 年、1917 年ロシア
革命が如何に日本で神話化されたのかにつ
いて明らかにしたい。 
②「革命」アジアにおける日本語（文学―

文化）の役割に関する分析：東アジアにおい
て「革命」は、暴力的な政権獲得の正当化の
ために使われた記号である。例えば、「明治
維新」を夢見た朴正熙軍事独裁政権の「10
月維新」時代、政府側のイデオローグは京都
学派の近代超克からの強い影響を受けてい
る。それらの思想を背景としながら、「革命」
理念は実行された。この「革命」に対する抵
抗運動の理論「武装」、外部の思想との接触
は、左派的思想を軸とするものであったが、
厳しい情報統制下において「韓国語」による
情報流通は不可能に近かった。そのため、多
くの民衆運動家は「日本語」を媒介としなが
ら思想の受容を行うことになる。すなわち、
公式的には「日本文化禁止」の時代であった
にもかかわらず、軍事独裁と抵抗運動の論理
は「日本語」を参照軸としながら形成された
ことになる。これらの現象を手がかりとしな
がら、当時の日本語メディアや日本語書物の
朝鮮半島への移動に関する資料を分析し、当
時の思想編成をめぐる新たな解釈を試みた
い。 
 
３．研究の方法 
具体的な研究の方向性としては、①新しい研
究をスタートさせるための研究資料の構築
（資料の分析・調査・研究を含む）、②ベト
ナム戦争、「革命」アジアに関する資料、日
本語の書物のアジアへの流通情報、ベトナム
戦争期に他の言語圏において日本語文学―
文化が如何に表象されていたのかなどに関
する資料を分析するために、他の研究プロジ
ェクトとの連携を図る。③国際ワークショッ
プを企画し、複数の言語による領域横断的な
成果の公表を試みたい。このような作業を通



して、単なる個人研究の進展に留まらない、
国内外の関連研究との繋がりを確保するこ
とが出来るだろう。その過程で、他の言語・
専門の研究者からの専門的な知識提供が必
要なのは言うまでもない。また、資料の調査
に関しては、日本・韓国・米国の大学院生か
らの研究補助をうけることになるだろう。 
 
４．研究成果 
（１）2015 年度 
2015 年度は関連資料の調査をしながら、以

下の二つに中点をおいて、研究活動を行った。 
①他の地域の研究者と東アジア冷戦と革

命・抵抗運動をめぐる共同研究の基盤づくり
を行った。ワシントン大学 E・Mack 准教授、
韓国成均館大学の千政煥教授、大妻女子大学
の五味渕典嗣教授と日本でワークショップ
「カタストロフの記憶と表象」を開催した。
2015 年 6 月には、 UCLA で開かれた
“Trans-Pacific Symposium”に参加した。 
 
②国際ワークショップを企画・開催し、複

数言語による領域横断的な成果の公表を試
みた。『検閲の帝国』（新曜社、2014 年）を韓
国語読者向けに再編集し、2016 年 3月（プル
ン歴史社）に刊行した。韓国東亞大学と共催
で国際会議「新冷戦秩序と憎悪の政治の歴史」
（2016 年 1 月 9 日）を開催した。6070 研究
会を計６回開催した。2015 年 4月 25 日、「出
来事の残響―〈原爆文学〉と〈戦後沖縄文学〉」
報告：村上陽子、コメント：大野光明・佐藤
泉。5月 29 日「ベトナム戦争における〈韓国
人〉の脱走―密航者と日本の社会運動」報
告：権赫泰、コメント：道場親信。6月 26 日
「 Women's Liberation and the Question of 
Decolonization : Nation, Race and 
Ethnicity Reconsidered 」 報 告 ：  Setsu 
Shigematsu (UC Riverside)。10 月 2日「1960
年代における闘争の記憶とマイノリティの
表象」報告：趙沼振、韓昇熹。12月 11 日「沖
縄人と在日朝鮮人、みつめあいの「戦後」史」
報告：林慶花、コメント：河口隆行。 
 

（２）2016 年度 
2016 年度は関連資料の調査をしながら、以

下の二つに中点をおいて、研究活動を行った。   
①他の地域や言語圏の研究者と東アジア

冷戦と革命・抵抗運動をめぐる共同研究の基
盤をつくった。ワシントン大学E・Mack教授、
平野克弥准教授、UCR の Setsu Shigematsu 教
授、韓国延世大学の金杭准教授、成均館大学
の千政煥教授連携をとりながら、ワークショ
ップを開催および参加した。"The Movement 
of Individuals and the Politics of 
Cultural Memory Symposium "（UCLA）、"When 
Lit. Profs Walk the Nuclear-Restricted 
Zone Symposium "（UCI）、“UCLA Trans-Pacific 
Symposium: The Politics of Life and Death”
（UCLA）、ワークショップ「嫌悪と民主主義」
（延世大学・東京大学）、“Empire and Others 

Symposium” 
 
②複数言語による領域横断的な成果の公

表を試みた。李惠京・ Vladimir Tikhonov さ
んらとの共同研究の成果『1905 年ロシア革命
と東アジア三国の反応』（ソウル大学出版文
化院、韓国語）が 12 月に刊行された。6070
研究会を計３回開催した。6 月 24 日、「三島
由紀夫と 60 年代」報告：田尻 芳樹・遠藤不
比人。9月 30 日「文化としての冷戦」報告：
服部訓和・細田晴子。11 月 19 日、「『平和な
き「平和主義」 戦後日本の思想と運動』合
評会」提題者 ： 川口隆行・黒川伊織、著者
の応答 ： 権赫泰。 
特に、これまで獲得できた、科学研究費の

おかげで、『検閲の帝国』（日本語版：新曜社、
2014 年）韓国語版（プルン歴史社）も 2016
年 2月に刊行できた。韓国語版は当時の朴槿
恵政権の芸術検閲に対する批判を展開する
上で参照すべき図書として大きな注目を集
め、韓国『ハンギョレ新聞』によって 2016
年を代表する 10 冊に選ばれた。科研費をベ
ースにしながら進められた共同研究が、日本
だけではなく、韓国の文学・文化研究のなか
で新たな議論の土台作りに大きな貢献が出
来たことは大きな成果であった。 
 

（３）2017 年度 
2017 年度は関連資料の調査をしながら、以

下の三つに重点をおいて、研究活動を行った。  
①他の地域や言語圏の研究者と東アジア

冷戦と革命・抵抗運動をめぐる共同研究を継
続させた。UCLA で開かれた“Trans-Pacific 
Symposium”で発表した。グローバル出版研
究グループ（ワシントン大学 E・Mack、成均
館大学の千政煥、大妻女子大学の五味淵典嗣）
は、朝鮮戦争とベトナム戦争の難民の拠点で
あった韓国釜山で現地調査と地域の専門家
との懇談会を開いた。韓国延世大学の金杭
（資金：韓国細橋研究所）、成均館大学の千
政煥（資金：成均館大学 CORE 事業団）らと
「日韓人文学フォーファム」を立ち上げ、日
韓から 10 名の人文学者を招聘し、東アジア
における「批判言説」のパラダイム転換につ
いて議論した。同研究資金との共催による国
際会議「嫌悪と民主主義」を開催した。国立
台湾政治大学日本学研究所と日大との共同
研究企画に参加した。 
 
②複数言語による領域横断的な成果の公

表を試みた。韓国聖公会大学研究チームによ
る共同研究の成果『二度目の「戦後」1960～
1970 年代アジアに遭遇した日本』（ハンウル
アカデミー）を刊行。また、韓国京郷新聞社
と共同でポスト冷戦時代の問題について考
える連続企画に参加した。その成果は『週刊
京郷』で発表した。 
 
③6070 研究会を計３回開催し、研究成果の

還元を行った。ワークショップ「太平洋を超



える歴史修正主義」：報告は平野克弥（UCLA）、
コメントは山口智美（モンタナ州立大学）。
国際シンポジウム「再び戦後を問う」：報告
は高榮蘭（日本大学）・波平恒男(琉球大学)・
米谷匡史(東京外大)、コメントは権赫泰・趙
慶喜(韓国 聖公会大学)、中野敏男（東京外
国語大学）、司会は鄭栄桓(明治学院大)。 合
評会、村上克尚「『動物の声、他者の声: 日
本戦後文学の倫理』：報告は結城正美（金沢
大学）・立尾真士（亜細亜大学）・ 郷原佳以
（東京大学）、応答は村上克尚（日本学術振
興会特別研究員）、司会は紅野 謙介（日本大
学）。 
 

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計４件） 
①高榮蘭、「不良分子」の指紋と「朝鮮人」
の位置づけから―高野麻子『指紋と近代』を
手がかりに―」、『クァドランテ』、査読有、
第 20 号、東京外国語大学海外事情研究所、
pp．17－26、2018 年 3月 
② 高榮蘭、「1930 年代、いま・ここの根っこ
を探して 出版帝国のプロパガンダ 「クー
ルジャパンへの進化」」、『週刊 京郷』、査読
無、1243 号、京郷新聞社、pp．64－66、2017
年 9月 5日 
③ 高榮蘭「帝国日本の空間フレームと図書
館 ― 雑誌『朝鮮之図書館』」（特集 図書館
と文学 : 保存・検閲・スキャンダル）、『日
本文学』査読有、65（11）号、日本文学協会、
pp．28－39、2016 年 11 月 
④ 高榮蘭「「原爆」をめぐる想像力の枠組み
――ベトナム戦争と「アジア」言説を手がか
りに」、原爆文学研究会『原爆文学研究』、査
読無、14 号、pp．264-282、2015 年 12 月 
 
〔学会発表〕（計 22 件） 
① 高榮蘭、「他者をめぐる翻訳−政治の力学
――冷戦アジアにおける日本語空間の再編
を手がかりに」、国際シンポジウム「東アジ
アの文学・文化研究の国際化とナショナリズ
ムの陥穽」、私立大学戦略的研究基盤形成支
援事業「近代日本の人文学と東アジア文化圏 
―東アジアにおける人文学の危機と再生」第
2グループ主催、於早稲田大学（東京都）、2017
年 12 月 9日 
② 高榮蘭、「出入国をめぐる文化政治と文学 
―アジア通貨危機と李恢成の韓国籍取得を
手がかりに―」、日本大学・国立政治大学共
同ワークショップ、国立政治大学台湾文学研
究所・日本大学人文科学研究所総合研究「「ジ
ャンルの記憶」とその転換をめぐる研究──
東アジアの言語・文化・表現史を中心に」共
催、於国立台湾政治大学（台湾、台北）、2017
年 12 月 1日 
③ 高榮蘭、「絶叫と沈黙のあいだ ―「文学・
記憶・女」の移動を軸に―」、シンポジウム

「ディアスポラ文学と想像力」、第 5回 東ア
ジアと同時代日本語文学フォーラム 2017 
ソウル大会、東アジアと同時代日本語文学フ
ォーラム・他主催、於東国大学（韓国、ソウ
ル市）、2017 年 10 月 28 日 
④ 高榮蘭、「日米地位協定 第９条「軍隊構
成員などの出入国」をめぐって」、シンポジ
ウム「日米地位協定から見える沖縄・日本・
世界」、「戦後沖縄・歴史認識アピール」のつ
どい２主催、於早稲田大学（東京都）、2017
年 7月 15 日 
⑤Ko Youngran, The Korean Peninsula and 
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